
松原 造林の問題i・つぎまして；ふ短伐開l林棠である

：：があるいぱ機械¢)祁入であるとか．外国樹種の問

題それから植栽本数の問題林地肥培の問題、さらに林

木育種の問題などいるいろな問題がございますが．これ

らはいずれも日本の林業に大きな前進をもたらそうとし

ている問題にあると思います。今日はこれらの問題につ

きまして．渡辺先生を中心にしてこ＇検討いただけば．非

哨にありがたいと思います。

ご存じ(/)ように渡辺先生には． 2~3年前に私たちの

協会のほうで． 「造林技術の再検討」という小冊子を苔

いていただいて．出版しましたが．これがたいへん各方

面に反響をよびまして，今日まで6,000部ほど出ており

ます。山林噌打者の関心が非常に深かった。いきおい，

こういうようにやれば，造林はもうかるものである。い

い林菜ができるんだといったような，一つのサゼスシ,.

ンを与えたと思います。

造林技術の再検討

松原 ::じめに渡辺先生から．それについお話しいた

だき．進めてまいりたいと思います。

渡辺 きのう松原さんから，座談会というお話が突然

こさいまして．出席することになりましたが．なんにも

準備もしておりませんので．どの程度みなさんとお話が

でぎるかわかりませんがご了承ねがいます。

さて「造林技術の再検討」をi!；きましたいきさつば．

私が山村¢)人たちと接する機会が多く，その人たちのや

っている仕事．またそれを指導すべき立場にある県の指

祁員の方々の指導のしかたを見ておりますと．これでい

いんだろうかという考えが起きまして，山を迎るために

ばまず人をつくることがいちばん大事なんだ。人がでぎ

れば自然．山もできるというようなことから，普及貝の

人たちに．できれば読んでいただきたいと考えて．その

構想を練っておったわけなんです。

そうしておりますうちに． 1昨年病気になり倒れてし

まったんですが．だんだんよくなり．ペッドに起きるよ

うになってから．その考えを原稿にまとめたわけであり

ます。
ヽ

ほんとうに私にとっては．病気の記念のようなもので

あリますc またあU)なかに出てまい：）ます数字的なもの

:.t,だいたい千菓の演習林で私，1屯扇複した村料だげに限

られてお；）ますので．どちらかというと．井のなかのカ

ワズ式のことが．非常に多く盛られてあるわけなんで．

その後ほうぽうの山を見せていただく機会も出てまいり

まして．基本的な考え方にば変わりばないですが．技

術的な面で多少変わってはお：）ます。だいたいそ，;）程度

にしておいであとでお話が出てくると息いますから．

その時；こ••••••,

松原 それで：iとりあえずみなさん方から，この本を

ぉ，洸みになった感思を．簡単にお話ししていただくとい
I 

し、と息います。

川名 「追林技術の再検討」を読ましていただいて．

かならずしも全面的に同感ではないですけれども．ただ

足許をみつめてから出発しなければならないという意昧

のことが．全編にみなぎっているので．同惑の念が， JF
哨：：多かったんで九しかし，技術をとり入れるときに

ば．一つの飛躍があるわげですげれども．その飛躍への

足がかりをililすようなことになっちゃいけない．読む人．

にす‘いぷん．検討しながら読んでいただかなきゃし、げな

いという印象を受げました。しかしその後．日本のあっ

ちこっちを歩いて．実際に造林している方々．あるい(t

指速している方々のお話を承ってみて．渡辺先生のこ、本

がいかに影愕力があって．その方々の反省の材料．ある

いは技術を高める材料になっているかということに鷲

き．非常：こ敬服しているわけでございます。

湯本 先生のお督きになったようなことがらも．いま

新しく始まったことではなく．肥培についても．鏑木先

生がずいぷん古くから提唱されていることですし．外国

樹種u')問題も．とくにタンニンなんか．渡辺先生が前か

らいわれていることで．いまさら林野庁がとり上げるの

はおかしいんですが．世の中が発股して．そういうもの

をとり上げるような状態になってきた。結局ここで先生

がお害きになった趣旨も．いままでの道を振り返って．

造．林事業あるいは造体政策というものが．時努の進展に

即応して．正しい方向に沿っているかどうか．また進め．

方に無理がないかという注意を換起する意味でお杏きに
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座談会：造林技術の諸問題

なったのだろうというように考えて，拝見しました。そ

ういう点で，われわれとしては．非常に反省させられる

余地があったと思ってお 1)ます。

永井私，実務についている者の立均から申します

と．実務についているために．ややもすれば',i且皆的に仕

＃をやっていこうというような気持ちが．非常に強いん

じゃないかと思うんです。そうし、った点で先主a'.)お、．恥き

にたった本は：．造林技術というものに対する確認の価値

が．非常に大ぎかったと思います。それとともに1ドし上

げたいと思いますのは．いままで森林の生産力を上げる

ということが．どうもりi木的に大きくするということだ

けにしか．「l的がなかったんじゃないかと思うんです。

これはもちろん，そのときの経済にもよることなんでし

ょうけども．現在のように．小径木の宙要が大きいとい

う現象があらわれてきたとき．それに対処して．林業が

どれだけ順応性があるかということを考えますときに．

やは，)これは一つの研究課題として．当然と 1）上；fてよ

い問題じゃないかと考えるわけなんです。

先生の本が．いままでの図丼のように．一つの追林技

術というものに対する究の方だけでなく．林業・全投と申

しますか．それに関連性をもたせてお話しくださってい

るという点で．私は非常に惑銘いたしました。

土井 私ども試験場におります者の立場で考えられま

すことは．私どものやっております仕事が大きな災づけ

になって．ここに占かれているということは．あまりな

いつまり逆！こ申しますと．私どもの仕事があまりにも遅

々として進んでいないということを痛惑するわげなんで

す。それは先生の研究から出ました結論ではございます

けれども．ただそれだけじゃなく．もっと幅の広い研究

が行なわれて．追林技術が進歩していくのが，いらばん

いい形だと思うんです。それにしても，あまリにもわれ

われの研究心乏しいもっとわれわれはやらなきゃいか

んというような惑じがいたしました。

亘 いままでわれわれがなんの気なしにやっていたこ

とをもう一度ふリ返ってみる．いわゆる再検村がいか

になおざリにされていたかということを．読ましていた

だいー：書認識する点が多かったように考えております。

品近さらに労務関係．労働的な問題も、出てくるかと思

いますけれども．林業技術といわれるものの再詑識とい

いますが．いままでやったことをさらに突っこんでサえ

てみる必要が大いにあると惑じている次第です。

松原 それでは渡辺先生から．みなさんのご感想に対

してお話し願います。

渡辺 いまみなさまから．忌憚のないご批判をいただ

いて．まことに恐縮の次第でございますが．あの本につ

しヽて直接ご研究なさっている方々からの卒直なご批判ぱ

実際いままでうかがったことはなかったんです。それが

きょううかがって私のいたらぬ点が実によわくかり．こ

ういうものがいったいどうしてこんなに読まれるように

なったんだろう．むしろ自分の足りないとこがわかって

くればくるほど．櫛愧にたえない気持らです。

それともう一つ．昔からあった技術で．さざほどもお

話がこ‘ざいましたが．ついうっかりしていた．そのうっ

かりしていたのを息い出していただくというのに役立て

ぱ，というような気持ちで古いておりますし．またよそ

ヘまいりましても．そういう気持ちで話しておりますの

で．自分が新しく造林をどうしょうとか．こうしなきゃ

ならないという考えはございません。ですからむしろみ

なさまから．ご忠店なりご意兄をうかがって．日本の林

業が． 1人の力じゃどうにもできませんで．結局みんな

が一緒になって，日本の山を造っていくという気持ちで

やっていただく。そういう意味において．ご指導をいた

だきたいと思います。

植栽本数の問題

松原 それじゃ．この本に関することはこのへんでと

どめておきまして．植栽本数について最近の傾向として

やや密禎のほうに傾いているように承知しております

が．それについて土井さんから•••…。

土井 植栽本数につきましては．いろいろいわれてお

りますけれども．まだはっきり結論が出せるほどの理論

的な研究は．できていないじゃないかと思、うんです。現

在．東京や京都の大学をはじめ．いくつかの大学あるい

は私ども試験場などが．林分揺造成長の問題についてい

ろいろやっているわけでありますが．最近．密植すると

平均成長鼠最大の時期が．早くくるということを．いわ

れる方もありますげれども．いままでの研究からいきま

すと．そういう理論的根拠は一つも出てこないんです。

私の部屋にいる安藤さんという方の話を聞きますと．疎

植と密なほうと．二つの植え方があるとすれば．密なほ

うが平均成長屈最大の時期を早くするということでな

<． nII伐材を得ようという考えで．密植するの！埠結構で
すけれども．そうかといって．比較的疎植のほうのやり

方が時代おくれなんだということは．ぜんぜんないと思

います。

最近なにか迎林補助金が，疎植と密植でだいぷ違うと

いうことを聞いておりますが．疎植にしろ密植にしろ，

それぞれ存在理由があるのであって．理想的にはある程

度の研究結果からいえるということがない現在において

一方的にきめてしまうことは．どうも少しあわてすぎて

いる人じゃないかという感じがいたします。

湯本 いま池林補助金のお話が出ましたので．誤解の

ないようにご説明しておきたいと思うんですが．県によ
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座談会：造林技術の諸問題

って．造林補助金の単価というのは．もちろん違ってい

るわけです。各県ごとに林野庁で決める。その決める積

簿のなかに．県全体の植栽本数の考え方があるわけです

けれども．これを決める場合は．その地方におけるift行

的植栽本数というものを基準にして．地城差がある場合

それを平均してその県の植栽本数というようにしている

わけです。

いままで林野庁では．意識的に植栽本数を多くしろと

か．少なくしろとかいうことは．少なくとも補助金を出

している範囲内でふやってなかったんです。ただ実際

に造林者が補助金をもらう段階になりますと，例えば宮

崎県妖肥で：!2,500本を基準としてこれに達していた場

合には． もちろん補助金は2,500本の割合でもらえる。

たまたま妖肥地方では極端な場合． 600本とか700本と

いう場合もあるわけですけれどもそういうものが．そ

の地方で梢行的に造林が成立したとみなさ•れるかどうか

という観点から．そんなに少ないのでは． 2,500本分の

補助金をさし上げるわげにいかないんで，ある程度の減

額をする堪合がある。また県によっては，現在の密植の

傾向を加味して． 3,000本植えの標準単価を作っていて

も． 3.300本． 3.500本植えた場合に．その部分の追林

1t用もみてやろうということで．プラスしているり屈ご
ざいます。しかし大部分は， J:げいに植えた分は自己負

担であるというのが現状です。

なお参考までに申し上げますと，この間．大蔵省で内

示のありました37年度予算では．全国平均で3.000本と

いう標準本数が． 3,300本とするということで． 1割の

本数増が認められたわけです。私たちとしては数力年Jt

画ぐらいを目標にして．極力本数を上げていきたい．全

国平均4,500本程度までもっていきたいというように．

考えてはおります。

松原実行の本数も民有林では，相当ふえつつあるよ

うな方向ですか。

湯本毎年毎年ふえていっているようです。各県別の

平均をとりましたところ．現在では3,500本ぐらいにい

っておりま＇む数年前までは 3.OO0本平均．それも若干

欠けるぐらいだったんですが••…·。

松原 国有林も少しづつ増えているんでしょうね。

亘 スギについて見ますと．従来3,000本だったのが

どんどんふえまして， 36年度は．平均3,750本ぐらい．

37年度は一応 4.500本といっております。 というの

は．ご承知ll)ように国有林の場合． 1昨年荘れに，例の

造林推進協議会をつくり．民間の有識者．学校の先生方

のお知恵を拝借して検討したんですが重要な問題として

植栽本数を委託し．全局からきた答申を見ましても．だ

いたい本数が非常に多くなってきているんです。理論上

も．四手井先生あるいは大阪市立大学の吉良先生の論を

応用してやっているんですけれどもそれと同時に実証

的に有名林業地などを調査し．過去の民有林の例などを

見て．本数ぱ多いほうがいいんじゃないかということに

なってきたわけです。

川名 局によって．造林推進協議会のみなさんとは．

だいぶ考え方が逮うようですが，結論としては．みんな

本数をふやすようになった。名古屋．営林局でやられたよ

うな検討のしかた．これはたとえば常数の入れ方などが

問題なんですが． 00曲線というんで． 00疎餅jの曲線

から割リ出されて．本数を多くしたほうが最大成H:lttか

近づいてくる。だから本数を多くしたいときにぱ短伐期

林業になるというような意味にとれるようなgt窪のしか

たからいっているし．東京営林局の場合は地位を分け

て．間伐材を出せるとこるば．本数を多く植えたほうが

いいだろうということから．割り出しているわけです

ね。そうした場合に．さきほど土井さんがおっしやった

ことは．実際の林で見てみると．そうはいえないという

ことなんですが。

土井 いえ．四手井先生や吉良先生のグループで研究

なさっていることの数学的な衷づけになる林木について

のデータがないんですね。たとえば本数を変えたような

試験地があって．何年間かで成果を得たというような実

験的．突証的なデータがない現実林分から類推している

わげです。そこにデータの解釈の問題があるんじゃない

かと息います。ですから吉良先生のいわれた例の密度競

争効果というものの法則からいくと．平均成長htがふえ

るということば．どこでも出ないんです＾

永井 そうですね。たしかにいま土井さんがおっしゃ

ったように．述年成長屎がふえるということは．ひとこ

とも書いてないです。私どものほうの研究で申しますと

33年からとり上げて．北海逍のトドマツを材料にして．

ずっと試験を続けてまいりました。それでおっしゃると

おり．現実林からの推測ですが．四手井先生なり吉良先

生の基盤になっている土地のもつ森林生産力の向上とい

うことに関して．あるいは空間の利用）笈という点で，林

分描造図を苔いてみても．これは相対的な話ですが，ゃ

はり疎植よりは密植のほうが．より生産力は高まる。き

わめてあいまいかもしれませんけれども••…·。

土井生産力というのは現在の蓄積が多いということ

ですか。

永井 そうです。現実林は．北海道の場合は人工林ば

少ないので．ほとんど天然体からとったものです，天然

林で．調査の方法その他略'~ますけれども．結局．基盤

になるものは葉の鼠なんです。それのヘククール当たり

の重批から調ぺていってみると．葉の凪が少ないという
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座談会：造林技術の諸問題

ことは．やばり林分の成長にとって．致命的なものだと

思うんです。 トドマツなんかの場合．非常に葉の養成期

間が長いし．同じような地域で行ないました針葉樹は広

薬樹よりもきわめて大きい。同じ樹種について．本数は

少たくても同じぐらいの拭をもっていた場合には．それ

にあまり大きな差は見られない。本数が多い場合は．た

またまそういう時期にぷつかって．データにとり上げた

ということもありうるかと思いますけれども．だいたい

が閉閉している状態では．あまり大きな差が見られなか

ったんですが．その過程において．より本数の多いほう

が生産力が多いということは．傾向的にいえるんじゃな

いですか。

土井 そればまだ．いろいろ研究しなければならない

点があると思うんですけれどもたとえばこの間．大友

さんが紹介してくれたドイツのデータ，紐栽距離を変え

たり．方形植えにしたり．三角禎えにしたりしたのがあ

りましたね。あれを見ても，本数が高いところは最初

グ）蓄積が多いところもあるんですが．本数密度の低いほ

うがどうも多いんですよ。

永井 ドイツは長f氾用政策ですが．日本の場合． ドイ

ツのような長伐期政策はとれないたまたまドイツなん

か長伐期で．非常に長い期間を経たのちに．疎植したも

のと密植したものとの比較になっている。とこるが，も

っと短かい期間で比較した試験というのはあまりないん

l・ゃないかと思うんです。

Jll名 そうですね。平均成長駄最大までもっていかな

いうちに．伐っらゃうということですから．そうした場

合は．本数が多いというのぱ当然だろうな。

土井 そこで．私は短伐期林菜ば単純に伐期を下げる

んじゃない。平均成長鼠最大の時期をなるぺく早くする

ために時期を下げるというのは．正道じゃないと思うん

です．土地の潜在的な生産力を最大限にするということ

ヽ：なるんで ••••••O

渡辺 硝栽本数のことですが．その土地の生産力とい

いますか．そっらのほうから植栽密度を決めるのが．本

筋じゃないかと思います。

そうしまと．いままでの 3,000 本あるいは •i,000 本と

いう植栽本数は．いったいどこから出てきたかというと

さっばりわからない。またこの土地としては． 4,000本

がいいといってみても．それは何年のときが4,000本で

いいのか．最初から4,000本だといっても，欝閉してく

ると．成長が哀えてくる可能性がある。それが何年後に

くるか，それらのことを考えて．吉良先生や四手井先生

方がやっておられる方法と結びつけていったらもう少

し植栽本数というものの理論的な根拠が出てくるんじゃ

ないかという気がするんですがね。

川名 それと．いま植栽の疎密を論じているときに植

えてから閉韻するまでの問題なんで．われわれがいま国；

有林でふやそうとか．もっとふやしたらいいだろうとい

うのば． 5,000本以下のところで論じているんだから．

成長とかなんとかこまかいことを論ずるよりも．東京営

林局でやっているような．間伐の度合いといったものを

論じたほうが．妥当かもしない。

土井 そうなんですよ。いま渡辺先生がおっしやった

土地生唯力からいって．適正な本数が出てくるというの

は．まさにそのとおりで．樹高というものに土地生産力'

がすぺてあらわされているかどうか．問題ですげれども

樹商によって，成長の時期的なものを考えてみますと．

四手井先生がやっておられるのと同じように．閉鎖時期

とか．蓄積駄力：•-定になる線とか．閉鎖する線というの

は．割合きれいに出てくるんですよ。そういうことから

やっていきますと．土地屯産力と森林構造とが．そうい

うところで結びついていくんじゃないかと思うんです。

ですから渡辺先生がおっしやったようなゆき方で，もっ・

と積極的に．本改密度のことをやっていかなければいげ

なし‘•
それからもう一つ．川名さんのおっしやった東京営林：

局のやり方ですね。あのほうが僕は．現実的であるし．

いいような気がするんです。

JII名植栽本数というのは．中村先生がおっしやるよ

うに．樹型を整えるとか．あるいは尾鷲で見てきている

ように．土地が悪いところじゃ，開いておくと閉鎖が遅

れる．そういう意味もありますから．いちがいにもいえ

ませんね．

湿本数年前から．このように密植が民間で広く行な

われるようになったというのは．なんに根ざすんでしょ

うね。

川名 それはまちがいなく．間伐材が売れるというこ

とですよ。しかも密植といっても．ほんとうの意味の密

植は． 8,000本ぐらいを中心としたもので，そこまでは

いっていません。

松原 永井さん．植栽本数の差による土地生産力の大

小．最終的には．経済林としての収穫ですね。長期にわ

たってit葬した場合の一年間の土地の生産力といったよ

うなものは．汁ヰされているんでしょう。

永井実：ふさきほど申しましたように．資料が不足

でして，一応そういう方向は形づくってはいますけれど

も．ゃはりつつこまれると．そこいらへんは弱いところ

があるんです。ただ少なくともいえると思うことは．造

林といが托業は，けっしてもうかる事業じゃない。これ

は平均的なごく大ざつ：む；いい方ですけれども． 30年以

上たって町歩当たりの蓄積が1.000石未溝のような造林
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座談会：造林技術の諸 IMJ勘

だったら．あまり魅力がないような気がずるんでず、先

生． Vヽかがでしょうかn

川名 もうからなし、ものが基本だといわれると． t.よ

っと困っらゃうんですが••••…。（笑）

永井 l、や．もうからないものと申し上げました il)

ヽこ．ほかの事業と比較しての話で．土地産業として，こい

V、かもしれませんけれども。

渡辺私．自分なりに考えてみますと．林業は土地生

粒愁ですから，収應を多くするのが大きなt1的ですけれ

ども．いままで伐採するときは．なにを基部にして伐採

したかというと，だいたい太さを基準として伐採する。

植えるとぎぱ．林令ということをあまり考えないで植え

ている＂ところが．これからの林粟というものは．なん

としても経済行為の一つとなってきますと．植えるとき

にすでに伐期を考えるべきだ。どこまでも沢本の回収が

煎要な問題になってきますから．植えるときは30年で伐

りたい．そうすれば汗本が回収できて拍しない林棠がで

きるんだ。そういう見方から．そうするには．技術的に

どうしたらし、し、かというところに．はいっていかなけれ

ばいけないんじゃな＼・、かという気がするんです。

そうなってくると．間伐は．撫育の一つの方法として

かなり大きな而をもっていたけれども． l1月伐というもの

を． f国叩1収の大きな手段だということにして．布一次

主伐．第2次主伐というふうに．もっていってもいいん

じゃないか．植栽本数の問題も．こんどはそういう経済

面から．そんなら資本回収をするために．何年たったら

どれだけの本数を伐る必要がある．そういうふうにいく

のが．これからの林業じゃないかというふうに考えま

す。そうすると．計画的な林業というものができていく

んです。またそういうようにならなきゃいけないという

気がするんですがね。

川名林業というのは．本質的にそうなんですね。た

とえば尾鷲に年雁い林野制度がありまして，山を借りる

のは．約年単位です。昔から伐期を40年としてやったわ

けです．林業というのば伐期を考えてやるのがほんと

うですね。間伐でしたとえばナスピ伐りのようなもの

から伐っていくというのも．経営の方針としてはいいわ

けであまり狭く考えずに．経営として取扱うというこ

とになると思うんです。

渡辺 そうしたほうがいいんじゃないかという気がす

るんですが．試験場あたり．どうなんですかね。

亘 ナスピ伐りなんか．われわれでも自分個人の山を

持ったらそうするでしょうね。

川名 学生にD種間伐とナスピ伐りをやらすと．ナて

ビ伐りも．伐ったあといいものですc 非常にパラエティ

ヽこ宵んだ丈夫そうな林になりましてね。片方は清潔な林

ですけれども。

松原 間伐技術も．いまの考え方から見れば，だいぷ

変わってきますね，

JII名 ええ，変わってく，：と息．し •I・r, 
松原今までのお話しを要約し iすと．上地の生産力

や林木の生長過程並に森林の経済効果とし・ったようない

ろいるな角度から面林の経i：位：いうものを考えて柏栽本

数はきまってくるも d)であるが最近の傾向としては植栽

本数：よ逐次研）JIlしつつあるというのが結，海であるように

思．し、ます。

短伐期林業

松原 短伐期林業．あるいはさらに早成樹種造林とい

った問題につし、てお話なうかがいたいと思いますが．湯

本さん．早生樹種林棠について，林野庁の与え方をお話

しくださいませんか。

湯本 去年の何月号でしたか． 「林棠技術」にも．短

期育）舷和柊推進協議会の3}i条共について紹介してございま

したが． まだ十分な結論が出ていないわげで．林野庁と

しても．これをどのように推進していくという明確な方

針が．実はまだたっていないという現状です，しかし一

昨年来の基本問題の答中．その後のいろいろな情努の変

化というものなどから．どうしても短伐斯ーーというと

語弊がありますが一一．早期育成という意味で推進して

いかなくらゃならない。その一つの手段として．早生樹

種ということも，十分に考えられるんじゃないかという

段階になってきたわけです。

そういうことから10年とかあるいはそれ以下で．伐採

できるような外国樹種があるんじゃないかということで

いろいろ検討しだしたわけです。そ{l)手はじめとして．

和歌山県でやっているユーカリについてば．月本さんの

ご研究によって．林野）i'としても和歌山県のユーカリ造

林については．補助金などを支出してもかまわない．主

たそのために融資をするという方法ととったわけです。

それに引き続きまして．林裳技術賞を受けられた福岡

の試験場長をやっておられた杓t木さんのご研究によって

九州地方でアカシアモリシマの造林技術が逐次確立さ

れ．＇比業の火行ができる段陛になった。それを福岡県と

それから熊本県の普及係長をやっている島詞さんが熱心

で．とくに天平地方においてやられたわけです。現実に

そういう山にいって見た範囲内では．天．祁もたまたま府

悪林地改良事業をやっているために．その改良事業の肥

料木として． アカシアモリシマを使って成績がよかっ

た。それで私のほうでも．アカシアモリシマを造林する

ことは．井常にいいんじゃないかということで踏み頃

•J ．視在では九州のあの地帯で．アカシアモリシマの占

抹を．むしろ積極的に奨励したいと考えております。
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それからコパノヤマハンノキが．青森県，岩手県の一

部で．これまた非常にいい成績を収めているということ

で．ぅらの広田技官の調在で．これも見込みがあるんじ

ゃないかということですから，現在のところでは，この

二つの樹種を中心に．早生樹種造林を進めていきたいと

考えて． 37年度の予ヰ要求に．早生樹種造林という名目

で，大蔵省に要求したんですが残念なことに，こればア

ウトになってしまった。しかしその考え方自体は大蔵省

に認められ， 37年度の事業から．一般造林の予葬のワク

内で，それを推進していこうというような段階になった

ところです。

もらろ／いこの二つの樹種に限ったわけでなしに．ま

だいろいろと，これからも研究され，開発されてくる樹

種もあるかと思いますが，まず，いままで何年かの現地

の方々のご研究，それから試験場のご研究を応用して，

．この二つの樹種については，若干の危惧はあるにして

•も，山菜的に成功せしめうるという判断に立って，これ

を積極的に推進していきたいと考えております。

松原 ポプラについては．どうですか。

湯本 紙パあたりを主体にしまして．とくに王子製紙

がやっているようです。山地植栽についてほ．若干問題

があるんではないか．それから山地以外のところに造林

するのば，造林保護課としては予諄的な而において，直

接これを奨励するのがむずかしいということから，見合

わせているといったほうが妥当かと思います。

松原国有林では．コバハンをとり上げて，やられる

ようなことを．ちよっと聞いたんですけれども•••…。

亘 早生樹種については．一部の局によってポ業試験

的に，土井さんと打合わせてやっているところがありま

すので，いるいろうかがったらと思うんですか．共同調

充ということで試験地を全国各地につくり．モリシマと

フサアカシア．コパハン，スギ．アカマツそういうもの

について．いわゆる早生樹種に限らず，筑棋り育成淋業を

推進するために国打林と試験場の共同調充でやりましょ

うということで．予ヰ化もされたようです。

松原土井さん，そのお話をお願いいたします。

土井いまお話がありましたようにスギな品種ば．

•一応九州の 3 品種としてオピアカ，ヤプクグリ．クモト

オシ．それからアカマツとカラマッ．この 3種類の針葉

樹については， 30年伐期ということで，敢府の伐期のメ

・ドにする。広薬樹としては．コパハン，アカシアモリシ

マ，フサアカシアの3品種で， 20年を最裔のメドにす

る。そういう考え方で，全国に33カ所の試験地をつくる

ことにし，樹種によって試験地の数は違いますが．そこ

dこ肥坪手もやる。それから植付げのときは，ォーガーで穴

をあけて．絣伝するような形になります。またアカシア

類でば．根瘤菌を接種する。そういう三つの条件を加え

て．試験地をつくっていくということになったわけで

す。これは現在のとこるばまだ．林業試験場に配布され

る振興費の予在が，大蔵省を通ったということで．その

試験地をつくるための事菜野は国有林にお願いすると

いうことになっておりますが．それは正式に決定されて

おりません。これからの問題になるわけです。

松原 だいたいどれぐらいなんですか。

土井 予尊規模ば．試験場の職員の調査旅費と．それ

から若干の賃金． i肖粍品類をあわせて． 260万ぐらいと
思います。それから事業費は． 600万ぐらい．これはさ

きほど巾しましたように．短期育成林業を育成するとい

うことを中心にして．国有林でも試験地をつくらせてゃ

っていただく。県の林棠試験場でも．それに関連してい

ろいろな試験をやっていただく。もちろん国の試験をや

っていただく。もちろん国の試験場は．そういうものの

基礎になるようないろいろな技術を大いに推進しなけれ

ばならないと思います。

松原 それだけ緑合力を使っておやりになるというこ

とは．大いに期待できますね。

亘困有林のほうも．同じデザインでできるところ

ふスギの品種についても，どんどんやっていきたいと

いう希望をもっております。

}II名 肥料をやったり植えたりするときは．立会でや

るんですか。

土井 まだこれから打ち出さなければなりませんけれ

ども．．地域ことにプロックを分け℃全国の支場に．そ

の試験地の選定から担当していただく。

川名 問題は．研究者が実際に立会って，どういうこ

とがなされるかを．ょく見ておくことですな。実際の労

鋤者の仕事に立会ってもらわないと，あとからではどう

してもわからん問題が出てくる。 33カ所は非常に結構だ

と思うんです。ただ．それに目が届くような方策をやっ

てほしい。

松原 これは37年度から．沼手されるんでしたね。

湯本 アカシアの造林の場合でも．渡辺先生あたりが

先駆的に目をつけられて．クンニンアカシアの本を出し

て啓俵されておったという索地があり．九州あたりで．

払たちでも驚くように大きくなりつつあるわけですけれ

ども．結局．現地の方のほうが熱心だということなんで

すね。そういう現地の方の手さぐりで逐次積み上げてこ

られた技術は．その地成にしかあまり適用できない地

城の特殊性を織り込んでいますから．そういうものをと

り上げて・全国にもっていく場合は．普逼性が乏しいの

で．失敗する危険性がある。そういウ意味で．試験場あ

たりが大きく全国的にとり上げて試験をやっていただ
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＜．あるいは国有林がそういう危険性を負担してやって

いただくということは民有林の新しい事業を起こすのに

絶対必要だろうと思、うんです。

松原 おそらくその当時の渡辺先生の気持ちが．いま

になって大きく反映してきたんですから。

渡辺 こんど国で推進するというふうなお芍えのよう

ですが．モリシマは福岡限の民間で．あれだけの基礎が

作られていった。それを印刷物なんかにしますと．苦心

のあとが省略されて，エッセンスしか出てこないんで

す。そうすると．こんどそれを一般の人が読む培合に，

苦労がわからないんですよ。それで非常に平易に受けと

ってしまうから．よく失敗してしまうんです。ですから

新しいものを紹介する方も，その苦心のあとを文面から

読みとってもらいたい。成長の早い木ほど．｛受劣の差が

早く出てしまいますから．研究者がほんとうに苦心した

そDとおリを実行させるように．林野庁のほうで指導し

ていただぎたいんです。

土井研究と研究成果を普及する方法とは違ったコ

ツがありまして，やはりカンどころをつかむ人が．た＜

さんいないんでしょうね， ff木さんのご案内で．北九州

のアカシアを見せていただいたとき烏飼さんが前の年に

枷らせ椴え穴の数の検査をしました。合格した植え穴の

数だか苗木をわけるんだそうです。そうするとよい植

え穴を掘らない人は．絶対植えられない。

普及ということにも．そんなようなコツがあるんじゃ

ないかという気がいたしますね。

渡辺 らう一つ．ほんとうに大事なものであれば，・思

いざり,ta木を高くする。そうすると．ほんとうに大事に
するんですよ。たくさんやると大事にしない，

松原 いくらでも手にばいるから．安易に考えるんで

すね。

渡辺 そうなんですよ。だから育種で新しい苗木が出

ていますね。ほんとうにこれがいいものだとわかり．そ

れを奨励品種としてひろめたいと思ったら．かなり値段

を高くしたって私ぱいいと思うんですよ。そうすれば植

えろ人が大事にして．精魂こめて植えます。

造林の機械化

松原 きわめて最近の頑向ですけれども，労務者の不

足という問題これは造林に大きな影響になると思いま

すね。

＇川名 労務者の不足という事実に技術から樹種から．

全部合わせていかないと造林労働というのは．ハチにさ

されたり日射病になったりして．辛いやりたくない仕事

だ。それをどうやって克服していくか．給与の面もある

でしょうけれども．若い人が喜んでやれるような給与な

り作業なりを確立してやらなくてはいかんでしょうな。

亘 そういう点で私は，機械化を大いにすべきだと思

うんです。機械化には．二つの意味があると思う。一つ

ば．労鋤生産性を上げるといいますか，少ない人間で多

くの仕事ができるという面． もう一つは，質の改善とい

うことがありますね．植え穴を堀るにしても、下刈りに

しても．地ごしらえにしても．うんと精度の向上が期待

される。そこで苗木を大事に植えさせるという PRをさ

かんにして．ていねいに植えていけば．あとの生育が非

常に変わってくるんじゃないかと思うんです。

渡辺要するに第 1次産棠ぱ．どこまでも人間が主体

だ．人間が機械を使うんだという考え方ですわr そこで

まず対象の浪ー化ということが，いちばん大事なんで

す。単一化されてくると．機械が急にばいってくる。植

付というものを考えた場合に．問題がある。これをいか

にして爪ー化して．機械を入れるかということは．ほん

とうにむずかしいですよ。どこまでも機械だげでやると

いう考え方では．一時はいいけれどもいい山はできない

じゃないかという気がするんですで間伐について考えて

も機械化するためにいちばんいい状態の山というのは．

そろった山でしょう。そろった山ということになると．

実生の山よりも，挿木の山のほうがいい。そういうこと

になれば．育種というものは．機械化するための山を単

ー化する一つの方法として，見つけられてくるというふ

うにも考えられるn ただ質とか蜃とかいうばかりじゃな

＜．機械化のために山を単一化する一つの手段として．

育種が大きな役割をもつというふうに．考えていいんじ

ゃないかとも．私は思うんですよ。

川名 股家でどうしても艮男を家に残すためには．機

械を入れなくちゃいけないというのは．能字があがるか

らでもないし，生産力があがるからでもない．困難な仕

事からぬけ出させてやるということなんですね。山でも

下刈りに機械を背負っていって．疲れたんでは困る。植

え穴を一生懸命堀って，根っこや石にぶつかるというん

じゃ困るんで．なんとしても．機械を設計する人．企両

する人が．能率をあげることより，労働者の仕事を楽に

してやるということを主眼にしなければ，機械は山へは

いってこない。表而上はばいりますけれども．実際，使

われるかどうか問題だ。

機械を導入させるためには．どうせ末端まで目が届か

ないんですから．均ーな仕事が．しかも楽にできるよう

な機械を設計してやらないといけない。もう一つ．たと

ぇー！£斜而でも．車の上で植えられるようなことができな

いところ：す．将来．植えないかもしれませんから．、そう

いう＇ふうな関係者のところでは．接械で植えていけるよ

うな林の格好なり．機械の格好を考えてもらう。それと

田植え機械で苗を落として植えるように．．苗木をパッと
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落としていくような機械ですね。練床でもいいし．ポッ しらえて．そこヘアクックしたらいいじゃないかと思っ

トでもいいから，そういう機械を設計していく。苗木の ているんですがね……。

ほうぱ，機械にそるえて変えることはできるわけですか 永井 ササなんかば．クロシウムが削合いいんです

らね。 ね。

渡辺 日本しつ均合．むずかしいでしょうね。 川名 ササについても．傷口へかげてすぐ腐らせる方

川名 急には無理でしょうけれども，将来そうでなか 法でやったらどうだと話しているんです。

ったら．植え手がなくなりますよ。 亘 永井さんのおっしやったことは．国有沐も痛切に

永井 川名先生のおっしゃることは．たしかに共喝す 身にしみているんで． 2~3年前からはあっらこっちで

るんでずけれども．その前に現状として考えると．林逍 試験をやっておりますけれども， 37年度：ふ事業的規模

の整備ということがあるんじゃないですか。スイスで で試験をやらせようとしているんです。 2~3日前の局

は．ヘクタール当た i)の林道30mだ， ドイツは15m．日 長会議で指示してもらって．今月中に林業試験場の三宅

本では3mそこそこ．国有林においてすら4mちょっと 先生なんかにお頴いしてデザインしまして．山という場

ですね？そういうふうな林業の基盤ではまず最初に．そ を与えての試験で研究しょう，予雰的にみて，危険をあ

ういった問題をとり上：デていただくことが．機械化に先 る程度おかしてでも研究して，開発していこうじゃない

行して必要なんじゃないかと、思います。 かということなんです。

亘林道の拡元と＼ヽうことぱ．大いに必要ですね。 渡辺 つまり．そういう薬品がみつかったということ

川名 山を往復するために人夫貿を払っているんじゃ ですね。

たまりませんからね。 亘 アメリカで灌木に対して有効なものに． 2• 4 • 

湯本有林作業の機械化を進めるという方向もなに 5Tとかいうのがあるように聞いておリます。それから

か名案ぱございませんか。機械そのものの使いやすい， 単一の梨剤でなく、 ミックスしたもののほうが．効果が

また工程があがるというような問題と．もう一つ，現在 あるようですね。その植生：こよって変わるでしょうけれ

あるものをさらにおし進めるという．二つの問題がある ども，私は非常に期待をもって．将来の格好としては，

かと思うんです。試験場あたりのお話ではプッシュクリ 薬剤散布による下刈り，地ごしらえ:r.",大いに進めてい

ーナーみたいなものは，だいたい完成の域に達している ＜べきではないかと考えるわけです。川名先生におこら

んじゃないかということですけれども，造林面積が増え れるかもしれませんけれども，将来は．大面積をヘリコ

てきますと，だいぷ手入れのほうに人がいりますので， プターでやってしまおうというぐらいの希望をもってい

ブッシュクリーナーを，これから進めたいという気持ち るんです。

でいるわけです。ただ具体的に，それを進めるとしたら 川名 地ごしらえのときはいいですね。牧草地なんか

どういうふうにしたらいいか．われわれいちばんそこい の場合は．飛行機でまいてやらせるんでずけれども，下

らのところで悩んでおって．進めると口ではいうもの 刈りになってくると，いろいろな樹種が混じりますから

の，まだなにも手を打っていないのが現状ですけれども むずかしいでしょうね。

......o 永井下刈りという作業をやめてしまうのが目的でな

雑草駆除剤 く，下刈りの回数を少なくするということなんです。

永井下刈りの回数が日本では多い。なにか林木には 亘生育期間を抑えるだけでいいんですよ。

無宮で，他の樅物には有'.tfのような薬剤を．お考えいた 松原 いままで5回も 6回もやっていたのを． 1回で

だけないか．現実に農業あたりでは2-4-Dとか．い すますということになれば．労務関係も緩和されます

るいろな薬剤が出ております。林業の場合，そういった ね。

ものはあまりないんじゃないですか。 林地肥培

Jll名 大きくなった草へ薬をまくのは．なかなかむず 渡辺肥料の問題については私ばいままで，きらいだ

かしいと思うんです。私，コシダは石灰ナッソで枯らせ と思われるぐらい，肥料のことはやらなかったんです。

といっているんですが．あれは}JJって傷ロヘ石灰チッソ それは肥料も育種も大事なことなんだけどその前になん

をかけてやると，簡単に枯れるんです。地表に肛くあり としてもやるぺきことがあるということだったんです。

ますから．腐って推肥になって非常によい。だから刈り いままで肥料は効く．効かないというのが半々のように

ながら．機械と一緒に梨剤をかけられるものを考えれ 受けとっておりますけれども．なぜ効がなかったかとい

ば，可能性はないことはないんです。大きくなったもの うと．肥料のやり方が悪いんでなくて．植え方が悪いん

を．飛行機でまこうなんていうことじゃなく，傷口をこ だ．そのようにとれるんです。肥料を吸収できない状態
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に苗木を樅えている。だから苗木を吸収できるような状

態にしてやれば•とても効きますね。

川名 私は千葉のi貨習林にいたとき．肥料をやったん

です。もちろん実験的；こは効きますけれども．肥料ウ効

きぱそんな程度だと思って，農工大に移ってから，あっ

ちこっちで試験してみると．ものすごく効くんですねc

あとで渡辺先生の植え方やなにかのお話をうかがって．

なるほどと思、ったわけですけれどもね。

渡辺 肥料ぱ効くといったら會 ‘じゃ．やればいいん

だなヽと簡ti.1．に受げとって肥料をやられたら，困るとい

うんです。私が肥料をやって効くといったことは噌ダりか

せるぺく努力して，肥料をやっているんですよ。そのこ

との努力を考えずに，ただ肥料をやれば効くと思ってま

ねされても．肥料は効きませんよ＾

川名 かならずプラスに（まなりますけれども，それが

有効に十分効かないということでしょうね。たしかに造

林技術というのは．渡辺先生のいままでの一述のご著替

と．それから林地肥培．この二つでこのごろ忌速に．み

んなに再検討されてきたと思う。これが喫づけになるわ

けですけれども，肥料をやってみますと，造林がじこう

ずかへたか，よくわかるわけです。効かないといってい

るのは，造林がへただということを証明しているんで

す。少しぐらい適地が違っても．肥料をやりますと，相

当範囲にひろがりますから。

亘 われわれのほうでも，肥料をどんどん埒せという

意見が強くて，効く効かんの問題じゃない。効くのはあ

たりまえじゃないか。効かないのはやり方が服いんだ，

という租極的な意見も，最近よく出てきますね。何にし

ても同じでしょうけれども，指導でしょうね。

松原林地肥培ば園有林は37年からですか。
亘例の増伐予算からついたんです。

松原 民有林じゃ，かなり広くやっていますねn面積

からみて、どれぐらいのものでしょうか。

湯本 造林而積は30万ヘクタールぐらいですが，県の

報告を巣、汁しますと，施肥而稜；ょ35年度あたりで12,000

ヘクタールほどだったのが，急速に伸びつつあるようで

す。とくに西南日本のほうに多いようですげれども，鹿

児島県あたりいまごる肥料をやらない造林なんか．考え

られないぐらいの極端な表現をする方もおるわげです。

これからもその努いで，いくんじゃないかという気がし

ております。

松原 そうしますと．林地肥培0)やり方について：J:..

いまおっしゃった指導ということが、非常に大事なこと

じゃないかと思いますね。

川名 これは非常に徹底してまいりましたね。国有林

のほうiょこれからでしょうが．民有林のほうは．私ども

地方へいってみると．みなさんがご存じなので，びっく

りするんです。こんど国有林が本腰をいれて，、あっちこ

っちでやりだして，それをまたまねしだすと，こんどは

ゆき渡らない面が出てくるかと思いますが，ここでよ：ま

どじょうずにやってもらわないと、なんだ，だめだとい

うことになっては．たいへんなんです。

渡辺 そのためにも、私はいつも思うんですけれど

も，いわゆる肥料尻さんと造林屋さんが，別々な立場で

自分ひとりでやっているついままでの林業を見るとそ

ういうことが多いんです。これがいろいろな面乃進歩発

達を阻害しているんですよ n 私ば肥料がきらいだという

ぐらいいままでやらなかった。しかしほんとうに肥料

を生かすにぱ，肥料屋さんと造林屋さんが一緒になった

とき肥料というものは生きてくるものだ。とこるがいま

までば造林朕さんは肥料のほうぱ見向かないでもなか

ったけれども．あまり関心がなかった。そういうきらい

があったわげです，

松原 それ（またしかにありました。

渡辺 川名君が成功しているのは，造林屋さんと一緒

だから••• •••9 

松原 補助金はつかないんですか。

JI|名 いままで県単で補助金を出しております。鹿児

島限がつこうとしていますし．限単ではそろそろ始まっ

てまいりましたから．いまに林野庁も突き上；fられて，

出すようになるんじゃないでしょうか。

湯本 実ば， 37年度予罪を要求する際に，検討したわ

けでございますが，事務的な手続として相当むずかしい

而があるものですから．一応見合わせたということなん

です。また． とくに国から補助金をつ・けなくても．この

虹＜が認識され．十分引き合うんだということ．なれ

ば，林野庁で音頭とらなくたって，自然と盛り上がって

まいりますから••••••。またそういう現状じゃないでしょ

うか。

松原 だいぷ時間もすぎましたので．このへんで終わ

りたし論と思いますn育種のことについても．お話し合い

いただければと思ったんですけれども．割愛させていた

だきまずた艮時間いろいる有益なお話を承りまして，ど

うもありがとうござました。

（終）
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